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サステナビリティ   の3要素、環境・経済・社会をテーマに、会社でも自宅で
もない第3の場所（サードプレイス）の交流・活動拠点と

なる「3
さん

× 3
さん

L
ラボ

ab F
フューチャー

uture」。皇居が目の前という、日本の中心地にある。周辺の大手町・丸の内・
有楽町（大

だい

丸
まる

有
ゆう

地区）は約4,300の事業所が集積し、日々新たなビジネスが生まれるエリア。
サステナブルなエリアマネジメント活動を目指し、エコッツェリア協会ほか3団体が大丸有サ
ステイナブルビジョンを策定し、それを具体化する創発の場として、3×3 Lab Futureは誕
生した。「社会課題解決に向けて、多様なバックグラウンドを持つ仲間を集めてコミュニティ
をつくり活動していくプラットフォームとなっています」と、同館長の神田主税氏は語る。
　社会課題解決の意欲を持つ人と人をつなげ、プロジェクトをつくりながら実証実験を行
い、調査研究で課題を探索、発信しながら、想いを共有する仲間の輪をさらに広げている。
2009年から新たな価値創造を目指す「丸の内朝大学」を、2016年から社会課題をテーマに

「丸の内プラチナ大学」を学び合いの場として運営する。さらに、大丸有地区の周辺企業だ
けでなく、300名強の個人会員が活発に交流する場にもなっている。フラットなコミュニティ
づくりをするうちに、都市だけでなく地方からの発信や利用も増えているという。
　なかでもユニークなのが丸の内プラチナ大学の講座「逆参勤交代コース」だ。各地方に
都市のワーカーが赴き、地域と一体で社会課題を解いていく。「参加者は地域のことを自分
事として考え、一緒に盛り上げることで日本を元気にしていく。地域側にとっては、新たな
人の流れや魅力づくりにもつながります」（エコッツェリア協会ディレクター 中鉢奈津美氏）
　それには、ウィズコロナ下のワーカーの意識と行動の変化も影響している。都心のオフィ
スに通勤するだけでなく、自宅や地方に仕事の拠点を移したり、本業以外にも社会活動に参
加したり副業を持ったりする働き方が、徐々に広がっているからだ。神田氏自身も静岡県三
島市に住み、都心との二拠点での働き方が続く。「大丸有地区の大企業に勤務するワーカー
でも、パラレルキャリアを実践している人は増えています」と語る。企業人だけでなく、学
生が社会人との交流の場として3×3 Lab Futureを活用するケースも多い（表紙）。
　ラボのデザインは、エコを意識しリサイクル材を活用。国産材が多用され木のぬくもりが
感じられる。また、大きなキッチンを併設。イベント後の懇親会では、地域の食材を使った
料理やお酒を楽しみながら、コミュニケーションを図ることができる。ウィズコロナの時代は、
オフィスにいつも同じ人が集うとは限らない。「これからのオフィスは作業をする場というよ
り、人と会い、新しいことを考える場の機能が必要。3×3 Lab Futureはコロナ前からネッ
トワーキングの場として活動しており、いままさに求められている場所だと思います」（神田氏）

（写真／元家健吾［表紙、P11］　取材・文／根本洋子）

「フューチャーカフェ」は一味違う環境で対話も弾む。
エコッツェリア協会／ 3×3 Lab Future館長の神田
主税氏（左）と同ディレクターの中鉢奈津美氏（右）

「すてきな廊下」と名づけた通路は、デザイン性の工
夫だけではなく照明器具の個別制御で省エネを実現

多種多様な人が集い、コラボレーションが実現する
「コミュニケーションゾーン」

今月の
表紙   ３×３ Lab Future

KAIKAを支援する!　JMAの事業活動のご紹介

 組織・人材の成長をリードする「人事プロフェッショナル」を育成するための２つのプログラム‼

国内外グローバル企業の
事例講演を通した「経営
に資する人事」への学び

国内外のグローバル企業の事例講演を通して、各
企業の経営・ビジネス戦略の理解と、その実行に向
けた人事戦略について学び、「経営に資する人事と
は何か」を掘り下げます。

人事プロフェッショナル
から学ぶ「人事プロとし
ての姿勢や思考」

人事責任者によるゲスト講演や、人事の経験豊富な
コースアドバイザーとの1on1ミーティングを通じ
て、「人事プロとして必要な姿勢、視点、考え方」を
学びます。

「個人研究」による自社
人事課題への深い考察、
「チーム研究」による中
長期視点の醸成

個人研究では、参加者自身が担当している人事施
策について考え抜きます。チーム研究では、中長期
的な人事課題をテーマとして、経営環境の変化のな
かでの人事の役割を考察し、報告します。

第10期 戦略人事プロフェッショナルコース 第11期 人と組織の未来をつくる「人事研究会」
経営のパートナーとして企業をリードする「人事プロ」、

そして未来のCHROを育成する
将来の人と組織のあり方や、自社の人材・組織づくりを構想できる

“人事リーダー”の育成

コース
の特長

主な
対象者

会期
・
定員https://jma-mi.com/course/senryakujinji/ https://jma-mi.com/course/jinjikenkyu/

本社人事部、事業会社人事部のマネジャーおよび候補者
ダイバーシティ推進、採用・人材開発、組織開発等のマネジャーおよび候補者
事業部所属人事（HRBP）等のマネジャーおよび候補者

1

2

3

当日の学びを深めるため
の各単位開催前後のサ
ポート

各単位ごとに事前に必読書やケースなどの課題を
提示し、知識の獲得と問題意識の醸成をします。事
後には、レポートの提出とともに、「メンター制度」
により、社内の上司・先輩と面談していただきます。

学識者や経験豊富な実
務家による講義

全単位を通して指導するコーディネータからアカデ
ミックな視点で、単位ごとのゲスト講師から実務の
最前線の視点で講義をしていただきます。さらに、
双方向の質疑・討議を通じて、学びを深めます。

各単位テーマによる「グ
ループ討議」／全単位を
通して取り組む「チーム
研究」

各単位の「グループ討議」で、事前課題で内省した
考えを広げ、深めます。全単位を通して取り組む
「チーム研究」では、メンバーで協働し、人事課題
の近未来における解決策を立案し、発表します。

1

2

3

2022年8月～2023年2月（全7回・12日間）、定員16名 2022年8月～2023年1月（全6回・10日間）、定員24名

人事・人材開発部門／組織開発部門
経営企画部門／事業部門で人・組織の課題に関わる方
【過去参加層】課長・主任・リーダー・リーダー候補
【年齢層（目安）】20代後半～40代前半
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　「
個
の
自
律
」。
バ
ブ
ル
崩
壊
以
降
、
頻
繁
に
目
に
耳
に
し
て

き
た
言
葉
で
あ
る
。
日
本
企
業
に
お
い
て
30
年
、
解
決
さ
れ
な

い
ま
ま
持
ち
越
さ
れ
た
案
件
の
一
つ
だ
。

　
そ
も
そ
も
だ
が
、
自
律
人
材
に
は
ど
の
よ
う
な
能
力
が
求
め

ら
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。「
自
分
で
考
え
て
行
動
で
き
る
力
」

と
い
う
答
え
が
一
般
的
だ
が
、
そ
こ
に
は
４
段
階
あ
る
。

　
①
：
言
わ
れ
な
く
て
も
や
る
べ
き
こ
と
を
自
己
判
断
し
て
行

動
で
き
る
こ
と
。
た
と
え
ば
、
営
業
先
に
持
参
す
る
資
料
を
上

司
が
指
示
し
な
く
て
も
、抜
か
り
な
く
揃
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

１
の
期
待
に
、
自
分
で
１
の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
が
で
き
る
力
だ
。
　
　

　
②
：
①
に
加
え
て
、
＋
α
を
自
己
判
断
し
て
行
動
で
き
る
こ

と
。
た
と
え
ば
、
ク
レ
ー
ム
に
は
自
分
で
き
っ
ち
り
対
応
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
し
か
も
、
そ
れ
で
終
わ
り
で
は
な
く
、
本
質

的
か
つ
根
本
的
な
課
題
を
発
見
し
、
改
善
提
案
を
組
織
に
出
す

と
こ
ろ
ま
で
や
る
。１
の
期
待
に
１
＋
α
が
で
き
る
力
で
あ
る
。

　
③
：
上
司
が
Ａ
と
い
う
解
決
策
を
提
示
し
た
と
し
て
も
、
目

的
に
照
ら
し
た
場
合
、
Ｂ
と
い
う
解
決
策
の
ほ
う
が
適
切
だ
と

考
え
た
な
ら
ば
、
そ
の
提
案
を
自
分
の
意
見
と
し
て
出
せ
る
こ

と
。
１
に
対
し
て
、
２
と
い
う
別
の
案
を
出
せ
る
力
で
あ
る
。

　
④
：
テ
ー
マ
は
あ
る
が
中
身
は
具
体
的
に
決
ま
っ
て
い
な
い

仕
事
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
組
織
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
担
当
し
た

時
に
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
や
ゴ
ー
ル
、
方
法
論
な
ど
を
自
分
で
考
え

て
設
定
、
運
営
で
き
る
こ
と
。
０
を
１
に
で
き
る
力
だ
。

　
日
本
企
業
で
は
実
質
①
の
み
が
求
め
ら
れ
、
②
以
上
の
行
動

を
と
る
こ
と
に
社
員
が
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
感
じ
な
い
組
織
に

な
っ
て
い
な
い
だ
ろ
う
か
。
た
と
え
ば
、
②
の
＋
α
を
提
案
し

て
も
、
上
司
に
そ
こ
ま
で
の
問
題
解
決
意
欲
は
な
く
、
改
善
実

行
さ
れ
ず
に
放
置
さ
れ
て
し
ま
う
。
③
で
は
上
司
批
判
と
受
け

止
め
ら
れ
る
心
配
が
あ
る
。
④
の
場
合
は
、
部
下
が
考
え
た
こ

と
に
後
出
し
じ
ゃ
ん
け
ん
で
、
細
か
い
指
摘
や
否
定
を
す
る
、

な
ど
。こ
れ
で
は
、個
が
自
律
性
を
発
揮
し
よ
う
と
は
な
ら
な
い
。

　
も
っ
と
言
え
ば
、「
自
分
で
考
え
て
行
動
す
る
」
だ
け
で
は

自
主
性
・
主
体
性
と
い
う
次
元
に
と
ど
ま
る
。
本
来
「
自
律
」

と
は
、「
他
か
ら
の
支
配
や
制
約
を
排
し
、
自
分
の
立
て
た
規

律
に
従
っ
て
自
ら
を
規
制
し
な
が
ら
行
動
す
る
こ
と
」（
広
辞

苑
）。
従
う
べ
き
規
律
の
も
と
を
組
織
で
は
な
く
社
員
個
人
に

委
ね
、
そ
の
活
動
の
自
由
度
を
認
め
る
の
だ
か
ら
、
高
度
な
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
が
必
要
だ
。
そ
の
前
提
と
し
て
、「
個
人
は
組
織

の
従
属
的
存
在
」
と
い
う
従
来
の
関
係
性
で
は
な
く
、「
個
人

と
組
織
は
共
通
の
目
的
の
も
と
で
の
対
等
な
関
係
」
と
い
う
、

組
織
思
想
そ
の
も
の
の
転
換
が
必
要
と
な
る
。

　
そ
の
う
え
で
ま
ず
は
、
個
人
が
尊
重
し
て
委
ね
る
に
値
す
る

規
律
を
所
有
し
て
い
る
か
確
認
す
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
規
律

の
も
と
に
な
る
本
人
の
目
的
や
目
標
、
そ
し
て
そ
れ
に
対
す
る

信
念
や
美
意
識
を
知
る
た
め
の
洞
察
的
傾
聴
が
必
要
と
な
る
。

　
そ
れ
が
承
認
で
き
た
ら
、
次
に
必
要
な
の
は
共
助
の
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
だ
。
自
律
＝
自
己
責
任
だ
と
考
え
、
過
度
な
自
己
責
任

論
に
な
っ
て
は
い
な
い
か
。
達
成
す
べ
き
本
質
は
、
目
的
の
実

現
だ
。
目
的
を
共
有
し
、そ
の
推
進
を
承
認
し
た
限
り
は
、パ
ー

ト
ナ
ー
と
し
て
支
援
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
う
す
れ
ば
個
は
組
織

へ
の
ロ
イ
ヤ
リ
テ
ィ
と
い
う
お
返
し
を
し
て
く
れ
る
。「
裏
切

る
よ
う
な
結
果
は
出
せ
な
い
」
と
い
う
責
任
感
も
高
ま
る
。

　
も
ち
ろ
ん
自
由
に
意
見
が
言
え
る
心
理
的
安
全
性
の
確
保

と
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
も
不
可
欠
だ
。
そ
の
う
え
で
、
最
終
的

な
結
果
責
任
に
つ
い
て
は
シ
ビ
ア
に
問
う
し
問
わ
れ
る
と
い

う
、
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
性
が
条
件
と
な
る
。
上
意
下
達
、

減
点
主
義
、
同
調
圧
力
と
は
対
極
的
な
組
織
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が

あ
っ
て
初
め
て
、
個
の
自
律
は
実
現
で
き
る
の
で
あ
る
。
令
和

に
な
っ
て
も
、
コ
ロ
ナ
禍
を
経
験
し
て
も
、「
昭
和
は
続
く
よ

ど
こ
ま
で
も
」
の
ま
ま
だ
と
す
れ
ば
、
心
も
と
な
い
。

株
式
会
社
道タ

オ 

代
表
取
締
役 

河
合
太
介

Kawai Daisuke
経営コンサルタント。長銀総合研究所、ワトソンワイアットを経て
現職。28万部超のベストセラー『不機嫌な職場』（共著、講談社）、『本
物のリーダーは引っ張らない』（講談社）、10万部超を売り上げた『ニ
ワトリを殺すな』（ケビン・Ｄ・ワンのペンネームを使用。幻冬舎）
など著書多数。

連
載  

第
10
回

「
個
の
自
律
」に

必
要
な
の
は

組
織
思
想
の
転
換


